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カ
ン
ピ
ョ
ウ
に
み
る
野
州
人
の
知
恵

石
橋
町
立
石
橋
中
学
校

和
久
井
紀
明

は
、
大
和
、
河
内
、
摂
津
、
伊
勢
、
近
江
、
播

磨
、
備
前
な
ど
西
日
本
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が

中
心
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
播
磨
の
赤
穂
干

し
、
備
前
の
河
原
干
し
が
知
ら
れ
て
い
た
。
栃

木
県
山
の
カ
ン
ピ
ョ
ウ
が
大
量
に
大
阪
に
入

荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
頃
以
降
で
あ
る
。
そ
の
頃
か
ら

カ
ン
ピ
ョ
ウ
の
生
産
は
、
次
第
に
東
へ
伸
び
て

い
っ
た
。

　

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
頃
、
産
地
で

あ
る
栃
木
県
に
「
下
野
干
瓢
商
問
屋
組
合
」
が

設
立
さ
れ
、
東
京
乾
物
問
屋
組
合
お
よ
び
大
阪

乾
物
商
組
合
の
間
で
品
質
改
良
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
取
引
き
の
円
滑
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
品
質
の

向
上
と
販
売
の
強
化
を
め
ざ
し
て
、
大
正
二
年

（
一
九
一
三
）
栃
木
県
内
カ
ン
ピ
ョ
ウ
業
者
を

統
轄
し
た
組
合
で
あ
る
「
下
野
物
産
干
瓢
商
同

業
組
合
」
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組
合
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
は
栃
木
県
の
カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
は

急
増
し
、
明
治
末
は
三
十
五
万
貫
で
あ
っ
た
も

の
が
、
大
正
十
年
代
に
至
っ
て
は
九
十
万
貫
台

に
ま
で
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
産
さ
れ
た

カ
ン
ピ
ョ
ウ
の
う
ち
栃
木
県
内
で
消
費
さ
れ
る

の
は
わ
ず
か
一
割
に
す
ぎ
ず
、
残
り
九
割
は
県

外
へ
移
出
さ
れ
た
。
移
出
先
は
大
阪
（
六
割
）、

東
京
（
二
割
）
な
ど
で
、
石
橋
駅
、
小
山
駅
、

宇
都
宮
駅
、
栃
木
駅
な
ど
か
ら
送
ら
れ
た
。
し

か
し
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
以
降
は
、
二
十
万
貫
台
以
下
に

て
自
害
し
た
鳥
居
彦
右
衛
門
元
忠
を
祖
と
す
る
。

鳥
居
忠
英
は
、
新
領
地
壬
生
を
見
て
生
産
性
が

低
く
産
物
の
少
な
い
こ
と
を
憂
い
、
殖
産
政
策

を
推
し
進
め
た
。
旧
領
地
近
江
国
（
滋
賀
県
）

水
口
よ
り
瓢
種
を
取
り
寄
せ
、
郡
奉
行
松
本
茂

右
衛
門
に
命
じ
て
領
内
に
試
作
さ
せ
た
。
そ
の

結
果
、
黒
川
以
西
の
洪
積
地
は
不
適
で
あ
り
、

黒
川
以
東
の
洪
積
地
は
適
地
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
藤
井
村
（
壬
生
町
大
字
藤
井
）
の
名

主
篠
原
丈
助
の
努
力
も
見
逃
せ
な
い
。
丈
助
は

精
魂
を
傾
け
て
夕
顔
の
栽
培
に
努
力
し
、
つ
い

に
試
作
栽
培
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上

の
よ
う
に
栃
木
県
の
カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
は
、
壬

生
町
を
発
祥
の
地
と
す
る
。
壬
生
町
の
精
忠
神

社
（
鳥
居
元
忠
を
祭
る
）
境
内
に
は
、
昭
和

十
二
年
建
立
の
鳥
居
忠
英
の
徳
を
称
え
る
頌
徳

碑
と
、
昭
和
三
十
七
年
建
立
の
カ
ン
ピ
ョ
ウ
発

祥
二
百
五
十
年
を
記
念
す
る
碑
が
あ
る
。

販
路
拡
大
の
歴
史

　

江
戸
時
代
大
阪
に
入
荷
し
た
カ
ン
ピ
ョ
ウ

カ
ン
ピ
ョ
ウ
発
祥
の
地
壬
生

　

カ
ン
ピ
ョ
ウ
は
、
ユ
ウ
ガ
オ
（
う
り
科
）
の

実
を
薄
く
細
長
く
切
り
、
太
陽
の
熱
と
風
を
利

用
し
、
自
然
乾
燥
さ
せ
て
作
ら
れ
る
。
カ
ン
ピ

ョ
ウ
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
み
消
化
の
良

い
食
品
で
、
寿
司
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
現

在
で
は
栃
木
県
が
生
産
高
日
本
一
で
、
全
国
の

約
九
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
お
り
、
栃
木
県

の
代
表
的
な
特
産
物
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
産
地
は
、
壬
生
町
、
上
三
上
町
な
ど
県
中

南
部
の
十
一
市
町
の
洪
積
層
火
山
灰
土
壌
の
畑

作
地
で
、
こ
の
主
産
地
で
は
農
業
粗
生
産
額
の

一
○
〜
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
を
カ
ン
ピ
ョ
ウ
が
占

め
て
お
り
、
米
に
次
ぐ
重
要
な
作
物
と
な
っ
て

い
る
。

　

栃
木
県
に
お
け
る
カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
の
歴
史

は
そ
れ
程
古
く
な
く
、正
徳
二
年（
一
七
一
二
）

鳥
居
伊
賀
守
忠
英
の
壬
生
移
封
の
時
に
溯
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
鳥
居
氏
は
、
関
ヶ
原
合
戦
の

折
伏
見
城
に
立
て
籠
り
、
西
軍
の
攻
撃
を
受
け

●
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
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し
、
そ
の
日
の
天
候
を
見
定
め
る
と
カ
ン
ピ
ョ

ウ
む
き
が
始
ま
る
。
日
の
出
頃
ま
で
に
む
い
て

し
ま
い
天
日
に
干
す
。
午
後
は
直
径
三
十
か
ら

五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
に
な
っ
た
ユ
ウ
ガ
オ

の
実
の
取
り
入
れ
と
、
花
合
わ
せ
と
い
う
人
工

授
精
の
作
業
を
行
う
。
一
家
総
出
の
労
働
で
あ

り
、
子
供
た
ち
も
重
要
な
労
働
力
と
な
る
。
施

肥
、
品
種
の
改
良
、
機
械
改
良
等
の
技
術
向
上

の
な
か
に
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
農
家
の
ひ
た
向

き
な
努
力
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

カ
ン
ピ
ョ
ウ
に
ま
つ
わ
る
民
俗
行
事
と
民
芸
品

　

小
正
月
の
農
耕
に
関
す
る
予
祝
行
事
に
、
ユ

ウ
ガ
オ
の
実
の
形
を
作
り
、
木
に
さ
し
て
カ
ン

ピ
ョ
ウ
む
き
機
に
供
え
る
も
の
が
あ
る
。
カ
ン

ピ
ョ
ウ
の
原
料
で
あ
る
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
の
豊
作

を
神
々
に
祈
る
行
事
で
、
主
産
地
で
あ
る
石
橋

町
や
壬
生
町
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
（
尾
島
利
雄
・
山
中
清
次
著
『
栃
木

県
の
年
中
行
事
』）。
ま
た
収
穫
が
す
べ
て
終
わ

っ
た
時
の
祝
い
を
、
ハ
デ
ガ
エ
シ
と
か
ム
キ
ア

ゲ
祝
い
と
い
っ
て
、
赤
飯
、
う
ど
ん
、
寿
司
な

ど
を
作
っ
て
神
仏
に
供
え
、
家
族
で
食
べ
て
収

穫
を
喜
び
祝
い
、
神
仏
に
感
謝
し
た
と
い
う
。

　

ユ
ウ
ガ
オ
の
実
は
、
成
熟
す
る
と
外
皮
が
硬

く
な
る
た
め
、
中
身
を
く
り
抜
い
て
乾
燥
さ
せ

「
ふ
く
べ
」
と
称
し
た
炭
入
れ
と
し
て
重
宝
さ

れ
た
。
現
在
で
は
、
民
芸
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て

奇
抜
な
顔
に
彩
色
さ
れ
た
か
べ
か
け
な
ど
多
く

の
民
芸
品
と
し
て
加
工
さ
れ
、
観
光
み
や
げ
に

な
っ
て
い
る
。

さ
せ
る
た
め
の
努
力
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
こ
に
カ
ン
ピ
ョ
ウ
に
関
す
る
地

域
文
化
発
展
の
ひ
と
つ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　

ユ
ウ
ガ
オ
か
ら
カ
ン
ピ
ョ
ウ
に
な
る
ま
で
に
、

育
苗
準
備
、
育
苗
、
生
育
、
収
穫
と
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
が
あ
り
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
技
術

の
向
上
が
は
か
ら
れ
、
生
産
性
を
高
め
て
き
た
。

そ
の
中
か
ら
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
む
く
道
具
・
機

械
の
変
遷
を
み
て
み
よ
う
。
大
正
初
期
の
頃
ま

で
は
、
ユ
ウ
ガ
オ
の
実
を
輪
切
り
に
し
て
中
の

ず
い
を
取
り
、
マ
ッ
チ
箱
大
の
手
か
ん
な
で
内

側
か
ら
む
い
た
。
つ
ま
り
手
回
し
輪
切
り
む
き

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
明
治
三
十
年
代
後
半
木
製

の
手
回
し
丸
む
き
機
が
生
産
地
に
お
い
て
発
明

さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
三
十
年
代
後
半
に
な
る

と
モ
ー
タ
ー
付
丸
む
き
機
に
変
わ
り
、
皮
む
き

作
業
が
一
段
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
、
生
産

性
も
高
ま
っ
た
。

　

品
質
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
ま
で

は
天
然
カ
ン
ピ
ョ
ウ
と
い
い
、
色
は
自
然
食
の

あ
め
色
で
あ
っ
た
。
し
か
し
梅
雨
期
に
な
る
と

カ
ビ
が
発
生
し
た
り
、
保
存
期
間
が
短
い
な
ど

問
題
が
多
か
っ
た
。
戦
後
は
、
漂
白
お
よ
び
殺

菌
の
た
め
適
正
な
イ
オ
ウ
燻
蒸
法
が
全
面
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
乾
燥
が
不
十
分
で
も
長
期
保

存
が
可
能
と
な
り
商
品
価
値
を
高
め
た
。

　

カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
最
盛
期
の
七
月
か
ら
八
月

に
か
け
て
農
家
で
は
、
睡
眠
三
〜
四
時
間
の
日

が
続
く
。
夜
の
ま
だ
開
け
き
ら
ぬ
う
ち
に
起
床

激
滅
す
る
。
移
出
先
も
変
化
し
、
大
阪
を
中
心

と
す
る
販
路
か
ら
全
国
へ
も
移
出
さ
れ
た
。
昭

和
十
五
年
（
一
九
四
◯
）
の
頃
は
、
大
阪
、
東

京
を
は
じ
め
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
朝
鮮
、
満
州

国
、
台
湾
へ
も
移
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
問
屋
組
織
と
し

て
の
「
栃
木
県
干
瓢
商
業
協
同
組
合
」
が
設
立

さ
れ
、
現
在
に
お
よ
ん
で
い
る
。

生
産
と
品
質
向
上
の
努
力

　

カ
ン
ピ
ョ
ウ
生
産
の
最
盛
期
は
、
七
月
か
ら

八
月
に
か
け
て
で
、
麦
の
収
穫
期
と
稲
の
収
穫

期
の
中
間
に
あ
た
り
、
農
家
で
も
労
働
上
都
合

の
良
い
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
天
候
に
よ
り
豊

凶
の
差
が
激
し
く
投
機
的
要
素
を
含
み
、
多
く

の
現
金
収
入
が
期
待
で
き
る
魅
力
あ
る
商
品
作

物
で
あ
る
。
ゆ
え
に
生
産
を
あ
げ
品
質
を
向
上
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